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特定非営利活動法人 

赤穂市国際交流協会   会  報 

AKO INTERNATIONAL FRIENDSHIP ASSOCIATION NEWSLETTER 

２ ０ ２ ５ ． 1 2 

Ｖ ｏ ｌ ． 7 4 

JICA 兵庫シニア OV 会 高澤道夫さん「カンボジア職業訓練校での活動 」 

８月２４日（日）日本海水赤穂ライブラリー（赤穂市立図書館）において「私の国際協力活動と異

文化体験」をテーマに講演会を開催しました。 

JICA 兵庫シニア OV 会の高澤道夫さんと長田守さんを講師にお招きし、それぞれが JICA シニ

ア海外ボランティアとして派遣された際の貴重な体験談をご講演いただきました。 

JICA 兵庫シニア OV 会 長田 守さん「防弾車の窓越しから見たアフガニスタンとその後」 

貴重な古代のコインも見せていただきました！ 

現地活動の貴重な

写真もたくさん展

示されました。 

 高澤道夫さんは、ＪＩＣＡシニア海外ボランティアと

して、６２歳でカンボジアへ派遣され、国立職業訓練校の

工作機械実習クラスで担当教員の支援を行いました。 

カンボジアは、ポルポト時代に社会を担う人材が大量

に粛清され、これが現在のカンボジア社会のあらゆる問

題の元凶になっていること、教授陣が若く現場経験が乏

しいため、実践面の支援による人材育成が必要なこと、な

どのお話がありました。 
 また、現地での生活習慣や結婚の風習、文化面等につい

てもお話ししていただきました。 

 長田 守さんは、ＪＩＣＡシニア海外ボランティアと

して、ベリーズ政府観光開発局へ派遣され、アフガニス

タン政府の農村復興開発省開発担当副大臣政策アドバ

イザーに就任されました。アフガニスタンは 20 年以

上に及ぶ内戦がある上に、干ばつによる農業や牧畜業

の深刻な被害があり、農村（人口の約 36％）が貧困ラ

イン以下の生活をしています。村レベルの行政組織が

無いため、先ずは村落コミュニティの組織化を行い、

人々の開発ニーズを行政に反映する仕組みづくりが必

要、とのお話がありました。 
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本講座は、９月３日から１１月５日までの毎週水曜日に全１０回シリーズで開催しました。 
 
昨年までは英会話を学ぶ講座でしたが、今年は内容を英会話に留めずに、英語のスキルや

文化的な背景も包括的に学べる講座として実施いたしました。 
 

講義では、モス敬子先生の海外生活の体験談や季節ごとのイベント、歴史的な出来事や英

単語の語源から現在の世界情勢に至るまで、英語という言語体系を多面的に捉え、英会話以

外の様々な事柄も織り込んで、たくさんお話ししていただきました。 

 

生徒同士の交流も深まり、毎回アットホームな雰囲気に包まれて、楽しい講座になりまし

た。 

ご主人の Paul Allan Mossさんもゲストでご

参加いただき、本場の発音が大好評でした。 
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ＡＩＦＡでは、毎月第２・第４火曜日（祝日の場合は翌日）の 19時から 20 時 30分まで、
市役所で主に赤穂市在住の外国人のための「日本語教室」を開催しています。 

現在１４人の協会員がボランティア講師として、外国人に伝わりやすい「やさしい日本語」
を教えています。 
また、今年は季節にあわせて色々な日本文化を体験する催しも行いました。 

ＡＩＦＡ日本語教室 

◇ 場 所 赤穂市役所２階２０４会議室 

◇ 日 程 毎月第２・第４火曜日 

◇ 時 間 １９時～２０時３０分 

お問合せ等は赤穂市国際交流協会事務局 

TEL43-6818，FAX43-6810 まで 

ＡＩＦＡで毎月２回開講している日本語教室

では、現在アメリカ、ベトナム、ミャンマー、

ネパール、中国、台湾、オーストラリアの７ヵ

国の生徒約１４人が日本語を勉強しています。 

日本語ボランティア講師も随時募集している

ので、教室に興味がある方は、ぜひ一度見学に

お越しください。  

春 
春 

教室の風景 

夏 

 
日本の文化を体験するため、春は赤穂城の夜桜見物、 

夏は赤穂の夏の風物詩”土曜夜店”に参加しました。 
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 赤穂市国際交流協会（事務局：市役所市民部市民対話課内）AKO INTERNATIONAL FRIENDSHIP ASSOCIATION 

  〒678-0292  赤穂市加里屋 81 番地          （located at the Citizen Dialogue Department in City Hall） 

    Tel(0791)43-6818   Fax(0791)43-6810      1st floor, 81 Kariya, Ako, Hyogo 678-0292, Japan     

E-mail taiwa@city.ako.lg.jp   ＨＰ：http://www.city.ako.lg.jp/shise/kokusaikoryu/index.html 

赤穂市国際交流協会会員募集中！！ 

 赤穂市国際交流協会は、会員の皆さまからのご支援により、様々な活動を行っています。 

 当協会では随時会員を募集しています。ぜひご入会ください。 

 主な活動内容                       年会費（4 月 1 日～翌年 3 月末） 

 ◎日本語教室 ◎ふれあい交流会             ・個人…一口 1,000 円 

 ◎英会話講座 ◎姉妹都市交流、国際交流イベント等    ・法人、団体…一口 10,000 円 

★ 日 時  ２月１７日（火）及び３月１７日（火）（全２回） 

いずれも開催時間は１９時～２０時３０分です。 

★ 会 場  赤穂市役所 

★ 講 師  カイラム孝子 氏 

★ 対 象  赤穂市内在住、在勤又は在学の方 

★ 定 員  ３０名（先着順）  

★ 受講料  無料（協会員以外の方には入会をお願いしています） ※申込期限２月１３日(金)迄 

赤穂市に暮らす外国人をサポートしたい方、異文化交流をしながら、外国人との

コミュニケーションを楽しんでみませんか。 
ボランティア未経験の方、外国語が苦手でも大丈夫！日本語ボランティア支援の

基礎から実践までをやさしい日本語で一緒に学びましょう！  

気軽に海外の家庭料理を体験できる料理教室を開催します！今回は市内に在住

のミン ズさんを講師にお迎えし、故郷ミャンマーの家庭料理を教えていただき

ます！皆様のご応募をお待ちしております。  

★ 日 時  令和 8年１月２５日（日）正午～午後３時  

★ 場 所  赤穂市民会館３階 調理室・レセプション室  

★ 対象者  赤穂市国際交流協会会員 （入会同時申込可） 

★ 料 理  ミャンマーの家庭料理 

★ 参加費  無料  

★ 持ち物  エプロン、三角巾、ふきん２枚、タッパー容器  

★ 定 員  約３０名（先着順） ※事前の申し込みが必要です。 ※申込期限１月２１日(水)迄 

 

 

～日本語教え方講座～ 


